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建設技術展 2012近畿（10月 31日・11月 1日） 

 

10月 31日と 11月 1日の二日間、大阪市中央区のマイドームおおさかで開催された「建

設技術展 2012 近畿」（主催＝日刊建設工業新聞社、近畿建設協会。特別共催＝土木学会関

西支部）に関西鉄筋協同組合も出展し、組合関係のブースには多くの来場者が訪れました。

組合としては 4 年続けての出展となります。また、近畿建設躯体工業協同組合、日本プラ

スチック型枠工業会と共同出展したブースがベストブース賞に選ばれました。ベストブー

ス賞は来場者の投票によって選ばれるもので、4年連続での受賞となりました。 

今回の技術展示では▽防災▽環境▽コスト縮減▽安心・安全▽施工▽ＩＴ・ロボット▽

団体▽学校―の 8分野に、131の企業・団体が約 350件の新しい技術や工法、14の大学・

高等専門学校・高校がそれぞれの研究成果を出展。二日間の来場者は延べ 1万 4000人を超

えました。 

組合はこのうちの施工の分野に、賛助会員や協賛企業を含む単独の５ブースと近畿建設

躯体工業協同組合、日本プラスチック型枠工業会とコラボした２ブースを出展しました。

高品質な鉄筋材料、鉄筋工事をサポートする加工機や優れた圧接技術、かぶりを確保する

スペーサーや冶具、正確な拾い出しを行う積算システムなどを展示。また、職人による実

演や結束体験コーナー、鉄筋の重さ当てコーナーなどとともに、型枠組立の実演も行われ、

来場者の注目を集めました。このうち体験コーナーでは高校生や一般の人たちが職人の指

導を受けながら、慣れない手つきでハッカーを使い結束作業に挑戦していました。 

 

 

※ 今回の技術展で組合のブースに出展した賛助会員、協賛企業は次の通りです。（順不同） 

・ 東陽建設工機㈱、㈱オリベ 

・ 岸和田製鋼㈱、共英製鋼㈱枚方事業所、ＪＦＥ条鋼㈱大阪支社、東京鉄鋼㈱大阪営業所、

中山鋼業㈱、第一高周波工業㈱ 

・ ㈱ジェム、㈲ピーシーエス 

・ ㈱京都スペーサー、岡部インダストリー㈱、三晃鐵線㈱、㈱勝和 

・ 西部スチール㈱、㈱ディビーエス 

・ 関西圧接業協同組合 

・ 加工部会（正栄工業㈱、ＫＡＮＯ ＣＥＮＴＥＲ㈱、㈱関西スチールフォーム、㈱泉南

鉄筋） 

 



 

 

 

 



 

 


